
地

球

節

二
十
懲

ぅ
や
-
ほ
し
で
地
図
は
必
要
な
鹿
韓
融
の
悪
童
を
悟
る

rJ
と
は
在
っ
た
｡
蓋
し
明
和
琴

永
以
後
蘭
撃
が
盛
ん
に

な
つ
カ
薪
英
､
天
測
の
賓
行
を
為
し
三
角
測
量
を
,p
す

る
時
代
に
も
な
っ
た
か
ら
'
伊
能
忠
敬
が
出
て
寛
政
十

二
年
(
西
紀

一
八
〇
〇
)
以
後
文
政
四
年
迄
の
間
は
日
本

の
沿
海
賓
側
聞
藍
光
成
し
､
慶
鷹
年
間
'
開
成
朗
か
ら

骨
版
賓
測
日
東
他
聞
と
し
て
出
版
n
れ
ね
｡
や
が
て
天

保
年
間
に
71弄

び
幕
府
の
手
で
囲
紬
園
が
出
釆
七
つ
レ

で
明
治
以
後
陸
地
測
鹿
部
が
事
業
を
塘
ひ
る
は
際
し
,

直
ち
に
新
ら
し

い
地
形
測
量
が
拍
凍
上
る
わ
け
で
は
夜

か
つ
ね
か
ら
､忠
敬
の
測
畳
に
よ
㌔

天
保
の
問
糖
園
を

材
料
と
し
輯
製
二
十
寓
分

一
間
を
作
る
事
に
な
っ
た
｡

節
二叫継

ニO
二

四

〇

即
明
治
館
初
の
日
本
地
図
の
材
料
は
既
望
剛
代
は
あ
っ

た
の
で
あ
る
.
か
-
て
明
治
四
年
以
後
測
量
を
始
め
･

明
治
十
六
年
以
後
陸
軍
で
統

一
し
た
測
畳
が
出
来
始
め

明
治
二
十

l}
年
陸
地
測
畳
部
憧
例
が
公
布
せ
ら
れ
て
今

日
は
至
る
約
四
十
年
､
既
に
北
は
千
島
よ
-
南
は
南
洋

諸
島
は
瓦
る
測
畳
が
結
了
し
た
の
で
五
啓
介

一
地
形
圏

と

い
ふ
7P
の
が
完
成
し
た
の
で
あ
る
｡
rJ
れ
賓
は
､
我

囲
地
形
間
の
基
本
で
あ
る
O
つ
い
で
に
二
薗
五
千
分

一

二
常
分

山
､

山
寓
空

と

い
ふ
凪
の
大
き

い
ス
ケ
ー
ル

の
地
閲
が
局
部
的
は
撃
兇
n
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
｡
予

は
fJ
J
で
範
を
改
め
て
明
治
以
磯
の
日
本
地
図
ほ
っ
5,

で
其
登
壇
を
概
観
し
ょ
う
と
考

へ
る
0

(

つ
i
/く
)

越
前
丹
鐘
山
地
北
部
の
箱
三
紀
暦

越
前
は
戯
-
分
布
し
て
居
る
第
三
紀
層
は
関
し
て
は

二
十
常
分
の

一
涌
井
間
隔
及
び
基
地
貿
散
別
番
と
ナ
-

ル
ス
ト
氏
の
植
物
化
石
の
研
究
以
外
に
は
殆
ル
ビ
参
照

竹

山

俊

雄

す
可
き
文
戯
が
を

い
.
従
っ
て
そ
の
時
代
に
就

い
て
も

詳
し

い
事
は
金
-
不
明
で
あ
っ
た
｡
唯
甲
南
月
頻
苑
の

矢
倉
和
三
郎
氏
朝
減
の
越
前
産

V
icary
a
v
ern
eu
ili



y
ok
oy

am
a
i
T
a
k
ey
am
a
に
依
-
此
の
地
方
に
越
中
の

八
尾
続
は
封
比

せ
ら
る
可
d
tl地
歴
の
布
衣
が
介
つ
た
｡

不
車
に
し
て
該
標
本
ほ
は

鉱
は
評
価
な
る
産
地
は
附
記

さ
れ
て
居
ず
p
且
之
を
矢
倉
氏
に
贈
ら
れ
死
人
は
既
に

物
故
し
て
居
て
之
を
肌
合
す
由
な
し
と
の
革

で

あ

っ

た
0
貼
る
ほ
敢
近
稲
井
中
撃
枚
数
静
堀
芳
尊
氏
が
採
集

せ
る
越
前
丹
生
郡
閲
見
村
鮎
川
度
月
化
石
数
種
数
横
山

先
生
が
調
べ
ら
れ
p
そ
の
中
に
は

V
icary
a
v
ern
euiti

y

ok
o
y
a
m
a
i
や

S
oteteltin
a
m
in
c
e
n
sis
Y
ok
oy
am
a

が

含
ま
れ
て
居

て
鮎

川
の
第

三
紀
層
が
堀
氏
の
考
へ
ら

れ
る
如
-
美
濃
月
音
層
群
及
び
越
中
八
尾
続
に
封
比
さ

れ
る
轟
を
横
山
先
塾
か
ら
伺
っ
た
｡
筆
者
は
中
村
先
壁

の
御
勧
め
に
依
-
鮎
川
附
淀
む
凡
を

一
週
間
調
査
し
た

の
で
霜
に
そ
の
結
果
を
報
菅
す
る
次
第
で
あ
る
｡

丹
生
山
地
北
部
に
潜
蓮
す
る
第
三
紀
層
は
そ
の
間
に

介
在
す
る
不
整
合
に
体
力
上
下
二
続
に
分
け
得
る
.
下

の
紋
は
凝
衣
蟹
砂
岩
を
主
と
L
t
そ
の
間
に
安
山
岩

･

角
磯
凝
衣
岩

｡
凝
衣
岩
及
び
凝
衣
貿
貫
岩
を
爽

む
｡
此

グ
ン
ゲヰ

の
凝
暦
を
韮

崎

暦

と
名
付
け
る
｡
某
暗
闇
は
丹
壁
郡
糸

越
前
丹
比
山
地
北
部
の
節
三
船
恰

F7シノ

基
材
か
ら
越
廼
村
は
至
る
膳
道
に
潜
ひ
戯
-
分
和
し
て

居

る
が
未
だ
そ
の
基
底
は
知
ら
れ
ず
p
且
断
簡
が
少
く
ノ

な

い
の
で
そ
の
衛
序
も
充
分
明
ほ
し
程
覆
い
｡
越
廼
村

オ
-
'l

大

味

の
北
東
で
凝
炭
質
細
粒
砂
岩
の
落
石
か
ら

Li
q
u
i･

da

m
b
ar

fo
rm
osan
a

H
an
ce
､
C
arp
in
i
phy)1u
m

p

y
rami
d
ale
ja
p
on
icu
m

N
ath
.,
L
aurllS
?,
Salix
,

P
o
p
u
tus等
の
椴
物
化
石
を
待
滋
｡
植
物
化
石
は
糸
生

[].
リ･>
.T(.

材

構

水

･

上
小
川
｡下
小
川
｡越
廼
柑
大
味
･大
味
の
北
閣

海
岸
､
英
臓
か
ら
も
産
す
る
｡
坂
井
郡
本
郷
柑
中
卒
か

キ
ヨヰ

ら
赤

米

に

至
る
聞
及
び
丹
塾
郡
殿
下
相
良
中
か
ら
閣
安

シモイ
カ
り

居
柑
下

l
光

､
五
太
子
に
至
る
間
に
も
菜
情
暦
が
蘇
出

し
て
居
て
安
山
岩
を
爽
ん
で
屠
る
｡
但
し
糸
壁
材
輿
木

･天
谷
･殿
下
柑
大
矢
及
び
落
石
か
ら
推
定
し
た
金
毘
羅

山
の
安
山
岩
は
韮
崎
暦
の
79
の
で
は
夜
-
第
三
紀
後
の

も
の
ら
し

い
｡

上
の
続
は
鮎
川
等
ほ

て月
化
石
を
含
む
地
層
で
之
散

オ

ー

ニ
フ

大

丹

捷

暦
と
名
付
け
る

｡大
丹
蔑
暦
の
基
底
磯
岩
は
大

味
の
北
七
百
米
の
海
岸
に
露
揖
し
､
そ
の
撹

き
は
岡
見

村
小
丹
生
の
兼
二
粁
飴
の
塵
に
露
出
す
る
｡
此
の
磯
岩

一1101;1

四

l



地

球

節

二

十

怨

は
大
部
分
茶
崎
暦
の
安
山
岩
の
峯
大
の
圃
機
よ
カ
威
か

韮
崎
圏
の
水
成
岩
漁
は
柿
は
細
桃
と
し
て
見
出
ru
る
.J

に
過
ぎ
を
い
｡
之
は
そ
の
水
成
岩
類
が
安
山
岩
に
此
し

て
著
し
-
軟
弱
夜
馬
め
概
ね
砂
泥
と
成
上

機
間
の
充

填
物
と
成
っ
た
馬
め
で
あ
る
｡
閑
地
に
於
で
は
此
の
基

底
磯
岩
と
莱
崎
暦
と
の
接
触
は
見
ら
れ
夜
か
つ
iJ
が
不

整
各
の
春
准
す
る
輩
は
明
で
あ
る
.
而
し
て
此
の
不
整

各
品

で
上

下
の
地
層
の
闇
打
傾
斜
ほ
は
殆
告

差

異
が
認
め
ら
れ
な

い
故
に
'
此
の
不
整
各
が
ね
と

へ
準

行
不
整
各
な
ら
ず
と
す
る
79
､
上
下
補
暦
の
沈
積
間
に

起
っ
た
地
費

轡
動
は
烈
し
い
7品

で
は
孜
-
､
且
浸
蝕

期
間
も
決
し
て
長

い
も
の
で
は
な

い
｡

此
の
基
底
轡

有
の
上
に
は
帯
び
火
山
物
質
は
富
む
沈

積
物
が
凍
る
｡
即
ち
友
線
色
凝
次
貿
砂
岩
を

主
と
L
p

そ
の
間
は
貫
岩
及
び
泥
岩
を
水
ひ
｡
上
部
に

は
雑

1
糎

内
外
の
洋
石
粒
監

音

に
含
む
暦
準
が

あ

る
｡
下
郷
に

は
小
丹
生
の
兼
及
び
鮎
川
部
落
東
端
は
植
物
化
石
む
英

む
貫
岩
が
あ
る
｡
園
児
村
で
粗
悪
を
炭
層
を
爽
む
地

瀞

も
大
丹
基
層
に
厳
す
る
ら
し
い
｡
大
井
珪
暦
の
政
上
部

節
三
助

1
:O
四

四

二

は
囲
見
柑
鮎
川

｡
白
酒
は
露
は
れ
p
そ
の
延
長
は
断
簡

で
轄
位
し
て
同
村
三
本
木
及
び
常
森
附
近
ほ
露
出
し
て

ゐ
る
｡
三
本
木
小
字

シ
､
グ
チ
で
は
泥
岩
中
は
牡
掘
暦

と
之
よ
少
数
米
下
位
の
グ
ィ
カ
リ
ア
暦
と
の
二
化
石
暦

が
あ
-
､
ゲ
ィ
カ
-
ア
暦
は
鮎
川
の
海
岸
に
79
好
露
出

が
あ
る
｡
白
酒
及
び
常
森
の
束
約

一
粁
(落
石
の
み
)
の

鹿
に
あ
る
化
石
層
は
鮎
川
及
び
三
本
木
の
化
石
暦
よ
少

佐
は
下
付
に
あ
っ
■yJ
化
石
は
極
め
で
柿
に
し
か
見
出
さ

れ
安
い
｡
大
丹
亜
暦
の
分
布
は
基
楠
潜
ま
-
7P
狭
-
I

岡
見
村
附
近
む
除
け
ば
丹
薫
郡
朝
口
付
朝
日
及
び
同
郡

プ
ンカ

シ
ユクド
ウ

殿

下

相

宿

堂

に

露
出
す
る
磯
岩
が
大
井
埋
骨
は
属
す
る

ら
し
い
｡
本
郷
村
柿
谷
附
近
ほ
も
灘
岩
及
び
そ
の
上
に

氷
る
産
衣
贋
砂
岩
が
あ
-
､
之
は
爽
在
す
る
泥
岩
中
よ

-
堀
氏
は
所
属
不
明
の
二
枚
貝
を
轡
b
れ
ね
｡
此
の
地

層
私
大
丹
幾
層
に
屈
す
る
｡
荷
は
本
郷
村
河
内
及
び
高

英
柑
高
額
か
ら
も
員
化
石
を
産
す
る
事
を
開

い
た
0

大
丹
生
暦
の
･月
化
石
は
佃
階
数
は
富
む

7P
積
数
は
少

な
い
｡
(
脊
髄
に
新
孤
を
附
し
た
7P
の
は
現
亜
種
)

一
､
A
rca
n･･

sp
･-
鮎
川
で
は
非
常
に
多

い
C
朝
鮮
埠



六
洞
腐
及
び
中
岡
椴
月
株
か
ら
産
す
る

A
.
dait?

k
ud
o
e
nsis
M
a
k
iy
a
m
a
は
似
て
居
る
が
肋
数
が
凡

そ
二

十
五
櫨
で
肋
の
一幅
が
庶

い
事
が
主
な
相
違
で
あ

る
｡
鮎
川
(
多
)
エ
二
本
木
(
多
)
･自
演
(
柿
)

二
:
B
a
rb
atia
(F
oss
utarc
a

)
n
.
s
p.
植
月
緯
度
の
種

と
金
-
匿
別
し

称
な
い
0

鮎
川

(香
)
ユ
ニ
本
木
(
多
)

三
p
O
str
ea
(C
T
a
S
S

OStrea
)

g
i･aVitesta
Y
ok
oy
a･

m
a
鮎

川
(
堀
氏

に
依
る

)
ユ
ニ
本
木
(
多
)

Ei
d

四

､
C
y
c
lin
a
sin
ensis
(G
m
etin
).
鮎
川
(
普
通
)
｡白

′＼ヽ渚

(柿

)

.1Ⅳ
■

H】

克

､
c
tem
entia
vatheleti
M

abi11e
鮎
川
(
普
通
)

iZq六
P

Cham
aefor
mi
S
(n?
)
sp
.

鮎
川
(
柿
)

七
､
D
iptodont
a
n
.
sp
.

鮎
川
(
多
)

八
､
S
oletel
tina
m
ino
e
n
sis
Y
ok
o
yama
鮎
川
(
普

通
)

九
､
c
ulte11us
iz
um
oenSis
Y
o
k
oy
a
m
a
鮎
川
(
柿
)

十
t
T
hra
cia
sp
.

鮎
川
(
破
片

一
個
)

十

二

V
i
cary
a
v
ern
euili
y
o
k
oya
m
ai
T
ak
eyam
a

鮎
川
か

ら
日
蓮
の
完
備
し
た
棟
木
を

一
個
得
た
｡
鮎

越
前
丹
牝
山
地
北
部
の
節
三
組
恰

川
(多

)ここ
本
木
(柿
)

十
二
､
.
'Tymp
a
n
cton
c
s
"n

.

sp.
C
e
rithium

カ

ナ

ish
iia
n
um
Y
okoya
m
a

(

月

首
層群
及
び
配
伊
館

5i;i;
山
就
産
)
に
澱
も
近
縁
を
有
し
､
之
と
基
に
新
鷹
在

る
革
は
明
で
あ
る
0
鮎
川
(
多
)
･骨
森
の
尭
(
1
個
を

程
乃
の
み
)

十
三
.
B
a
titta
Tia
n
.
s
p
.

B
.
m
u
ray
a
m
ai
Y
ok
.

(
姦
輝
苗
栗
暦

産
)
及
班

出
.
sp
.
(
鎗
山
統
産
)
は
最

79
近

い
｡
鮎
川
(
柿
)

十
四
､
C
eri
th
id
ea
(C
erith
ideopsin
a
)
n
.
sp.

C
.

(C
.)
c
in
g
u
tata
(
Gm
elin
)
と

は
政
が
細

長
-
p
螺

脈
が
狭

い
鮎
で
容
易
に
置
別
し
得
る
D
鮎
川
(
普
通
)

白
洛
(
柿
)

十
五
､
N
e
ri.taef
omi
S
?
sp
.

鮎
川
(
柿
)

十
六
t
c
hicoreus
(T
runcu
taria
?)
n
.
sp
.
模
本
は
不

完
金
で
あ
る
が
地
中
海
産
の
本
缶
展
の
基
型
種
は
酷

似
し
て
ゐ
る
か
ら
暇
に
比
の
韮
属
中
に
も

い
た
｡
鮎

川
(
普
通
)

.&1t

其
他
十
脚
強
の
爪
が
捧
川
村
ら
れ
る
｡
以
上
の
内
穂

二
㌦

m
I.I.I



地

球

雛

ニ
T
役

迄
決
定
し
神
カ
も
の
十
三
種
で
'
四
･五
･八
.･九
｡十

一

の
五
種
は
月
音
層
群
か
ら
座
し
､
十
二
と
十
四
の
頼
似

層
は
月
青
層
群
か
ら
産
す
る
.
従
っ
て
大
丹
生
暦
が
月

音
層
群
は
封
此
さ
れ
る
輩
は
確
賓
で
あ
る
｡
而
し
て
そ

の
フ
ォ
ー
ナ
は
蚤
-
黒
潮
式
で
親
潮
婁
泰
は
金
魚

含
ま

れ
て
居
覆

い
｡
婁
日
本
に
は
大
丹
生
暦
の
外
'
越
中
八

尾
耗
及
び
伯
菅
著
樺
の
第
三
紀
層
が
月
音
圏
群
に
封
此

n
れ
る
｡
本
州
日
本
源
斜
面
は
分
布
す
る
中
新
枕
の
内

黒
潮
フ
ォ
ー
ナ
を
有
す
る
も
の
に
は
前

記
の
も
の
を
除

い
て
は
陸
奥
閣
津
軽
郡
の
第
三
紀
層
､
男
鹿
牛
島
の
酉

薫
韓
暦
､佐
渡
の
鶴
子
暦
､加
賀
の
犀
川
暦
が
あ
る
｡
此

等
の
地
膚
は
怖
々
同

一
時
代
の
も
の
な
る
可
-

V
i
ca･

ry
a
を
含
む
窄
淡
水
朝
と

LW
iog
y
ps
in
a
ozaw
a
i
H

an･

za
w
a､
O
p
er
cu
lin
a
(L
epid
o
cy
cti

na
な
し
)
を
含

む

純
海

相
の
部

分
と

が
あ
ヵ
､
今
村
撃

士に
依
れ
ば
八
尾

附
近
で
は
海
相
は
牛
淡
水
鼎
よ
-
も
上
位
は
あ
る
と
云

A
.
八
尾
続
の
車
扱
水
和
は
そ
の
介
化
石
に
依
カ
月
音

層
群
(
ブ
ィ
ン
ド
ガ
ニ
ア
ン
)
に
封
此
n
れ
で
居
る
｡
(
堰

し
海
相
は
草
津
撃
士
に
依
-
ラ

ン
ギ
ア
ン
の
上
部
在
る

節
三
兆

二
〇
六

掴
田

町
L
と
記
述
さ
れ
て
居
る
)｡

上
記
以
外
の
中
新
拡
か

ら
は
未
だ
明
瞭
な
る
蓑
潮
フ
ォ
ー
ナ
を
産
し
な
い
｡
即

ち
本
州
日
本
海
斜
面
に
は
中
新
世
は
胎
で

l
回
暖
流
が

北
進
し
た
｡
而
し
て
此
の
暖
流
は
現
在
の
朝
鮮
海
峡
附

壁
を
経
て
入
っ
て
凍
ね
も
の
と
考

へ
ら
机
.
少
-
共
牝

泥
道
迄
は
其
の
影
響
が
恕
め
ら
れ
る
.

韮
崎
暦
の
時
代
を
決
定
す
る
ほ
足
る
化
石
は
未
だ
得

て
居
な
い
｡
噸
韮
崎
暦
と
大
丹
生
暦
と

の
輔
係
が
莫
狼

の
中
村
暦
群
と
卒
敬
･月
昔
｡月
狩
三
層

群
に
封
す
る
尉

係
は
似
て
居
る
｡
即
ち
敢
近
横
山
先
生
は
卒
牧
層
群
を

月
音
声

狩爾
暦
群
の
陸
相
と
考

へ
､
そ
の
時
代
を
ブ
ィ
ン

ド
ポ
ニ
ア
ン
と
せ
ら
れ
'
此
等
が
中
村
闇
群
を
瀦
い
不

整
各
を
以

て被
覆
す
る
も
の
と
考

へ
ら
れ
た
｡
(

本
誌

第
十
六
令

姉五
紙
)
定
は
中
村
静
群
が
凝
次
質
岩
に
嵩

む
事
を
考

へ
各
す
と
､
叢
崎
暦
を
中
村
層
群
と
晴
々
同

時
代
と
考

へ
で
も
大
し
て
不
各
班
で
は
を

い
藤

で

あ

る
｡
併
し
此
の
考
察
は
植
物
化
石
を
考
慮
し
て
居
な
い

.1
試
案
で
あ
ヵ
'
茶
崎
厨
と
中
村
層
群
と
の
踊
係
及
び

基
等
の
時
代
は
撒
水
植
物
化
石
が
精
査
せ
ら
れ
て
始
め

@



て
明
は
n
れ
る
叩
き
で
あ
る
○

某
晒

･
大
州
珪
補
暦
は
概
ね
五
十
度
以
内
の
傾
斜
で

摺
曲
し
て

居
る
0
鮎
川

･
大
丹
巷
間
で
は
大
丹
生
闇
は

未
開
の
軸
を
有
す
る
向
斜
と
背
斜
と
が
あ
-
'
小
丹
生

か
ら
韮
崎
は
至
る
間
で
は
韮
崎

･
大
丹
塵
爾
暦
北
ハ北
西

に
畢
科
し
て
ゐ
る
｡
触

る
ほ
三
本
木
以
東
及
び
丹
生
郡

糸
生
材
で
は
両
暦
共
概
ね
北
又
は
北
東
の
傾
斜
を
有
す

琉
球
固
先
島
列
島
を
訪
ね
て

る
0
断
層
は
可
成
多
-
､
且
此
等
の
節
三
配
静
雄
柿
磯

に
噴
出
し
た
安
山
岩
が
播
磨
は
分
布
し
て
居
る
か
ら
､

此
等
第
三
紀
層
の
詳
細
を
圏
序
の
決
定
は
賂
衆
の
調
査

,U>
供
花
ぬ
ば
在
ら
な

い
｡

捕
雛
す
る
に
常
り
和

々
御
指
導
を
ー-易
つ
た
中
村

･
梶
山
両
地
生
'
見

知
査
充
に
御
教
示
を
受
け
た
淵
河
北
故
地
に
野
外
調
査
に
掘
々
御
傑
党

を
計
ら
れ
た
荊
非
申
騨
絞
功ー
教
諭
に
粍
御

霊
胤
を
衣
す
る
｡

琉

球

如

ぢ

や

る

な

ら

欝

枇

は

い

て

お

ぢ

や

れ

琉

球

は

石

原

小

石

原

と
諭
れ
て
ゐ
る
別
天
地

の
曲
図
'
琉
球
は
ど
ん
な
虚
で
あ
ら
う
か
｡

我
々
は
お
伽
噺
な
ど
で
聞

い
て
ゐ
る
O
浦
梅
太
郎

の
舵
･:=･=
の
稔
に
余

-
恥
掬
か
と
の
先
人
拙
念
に
枇
ほ
れ
て
ゐ
た
O
今
の
庶
び
雑
を
柑
て
､

日
の
あ
た
-
K
t
琉
減
駒
の
和
々
な
物
輔
に
食

っ
て
､
始
め
て
p
員
の

図
を
知
り
､
多
-

の
糾
っ
た
概
念

を
此
す
る
翁

を
柑
た
｡

筆
者
は
本
誰
の
1
隅
を
借
り
て
･官
省
抑
応

｡
八
韮
山
部
品
の
仰
謂
北

琉
球
問
北
路
列
梅
を
訊
ね
て

蒼

天

生

放
列
抱
を
･:iiと
し
て
(
沖
跳
本
偽
に
ー日
脚
け
る
人
は
多
-
'従

っ
て
可
な

-
史
状
等
に
も
あ
る
故
略
す
)
沓
き
､
今
後
此
の
地
に
凪
を
印
す
る
人

の
此
分
で
も
益
す
る
姉
が
あ
れ
ば
'
俄
に
串
と
す
る
鹿
で
あ
る
J

沖

縄

膳

の
禾

候

産

業

や

地
質

撃

的

事

項

は

'

略

し
て

沖
縄
名
物
の

一
端
を
見
て
み
ょ
う
｡

島
は
小
さ

い
が
.
六
十
有
鈴
島
が
LTTT数
十
海
里
は
鮎

在
し
て
ゐ
る
だ
け
p
動
植
物
其
の
他
珍
ら
し

い
も
の
がど

多

5,
｡
雫

を

見

た

者

が

無

い
常
夏

囲

だ

け

あ

っ

て
､
滞

31C
r心

四

五


